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 This time we took advantage of collecting diatoms that were mainly 

Bacteriastrum, in the vicinity of Yushima, Ariake-kai. 

 As the continuation of the former report II we analysed them and 

the result of analysis has shown to exist six amino acids,······  

arginine, alanine, glycine, isoleucine, aspartic acid and valine. 
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有明海湯島附近で1955年 6月23日採取した Diatom につい℃前報 J) のようた Paper-

chromatographによづてアミノ酸の検索を行ったので報告する.との DiatomはBacteria-

strumを主とし，他に少量の Thalassiotitrix， Cheatoce1'asを含んでいる.

又，前報J)に於ては Cheatocerasを主とする Diatom中のアミノ酸の宏性を行い， 5種の

アミノ般を検索したが 1955年10月4日佐位保濁高島附近で採取した Diatomが殆んどすべて

C heatocerasを含み，他のものは含まれたいと思われるので，追試を行い併ぜてと乙に報告

する.

費 験

1. Bacteriastrumを主とする Diatom

試料を塩酸で水解し Paperchromatographyを行い，三えのアミノ酸を検索した.

arginine， alanine， glycine， isoleucine， aspartic acid及び valine

11. C heatocerasを主とする Diatom(追試〉

試料を塩酸で7Jく解し Paperchromatographyを行い，さたのアミノ酸を検索した.

arginine， alanine， glycine， isoleuciue， aspartic acid及び valine

考察及 び摘要

賓験によりこづの Diatom にづい℃は6種のみのアミノ酸が検索され℃いる.とのととに

づい℃は， Diatomは塩酸によっ℃は分解されにくく長時間を要するものの様であれ従つ℃

アミノ酸の種類が少いと考えられる.又検索したアミノ酸中の glycine，alanineが比較的多

量であることに封し-C，普通の蛋由質を水解せる場合の paperchromatographの如き比較的

少量のアミメ酸が全く検出されたい.

乙れらの原因及び各アミノ酸の定量にづい℃はさえ報にゆづる.

1. Bacteriastrumを主とする Diatomのアミノ酸一一 arginine，alanine， glycine， 



isoleucine,aspartic　 acid及 びvaline.

2.Cheatocerasを 主 とす るDiatom中 の ア ミノ酸―arginine,alanine,glycine,

isoleucine,aspartic acid及 びvaline(ゴ チ ツク は前 報1)に 於 て檢 出 され ず 報 告 し

なか つ た).

3.他 の ア ミノ酸 に 就 て は この塩 酸 に よ る加 水 分 解 以 外 の方 法 で檢 出 を試 み て 居 るか ら次 報

で報 告 し たい.
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